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Abstract G をリー群とし, X を G-等質空間とする. X のいくつかの開集合を
G 移動で貼り合わせて得られる多様体を (G,X)-多様体とよぶ. X の
G 不変局所幾何構造 (計量など) は (G,X)-多様体に移植可能であり,
(G,X)-多様体はよい幾何構造を持った多様体の例を供給することが期
待される. この意味で, (G,X)-多様体の構成は微分幾何学における重要
な研究テーマの一つである.
G の離散部分群が X に固有不連続に作用するとき, その離散群を X の
不連続群とよび, その作用による X の商多様体を Clifford–Klein 形と
呼ぶ. Clifford–Klein 形は (G,X)-多様体である. これより G-等質空間
X 上の不連続群の構成や分類は重要な問題となる. G-等質空間 X のイ
ソトロピーがコンパクトである場合には, Gの捻じれのない離散部分群
はすべて不連続群である. しかし X のイソトロピーが非コンパクトで
あるような場合においては, G の捻じれのない離散群であっても, X の
不連続群になるとは限らない.
以下, G が線型簡約リー群であり, G-等質空間 X として簡約型かつイ
ソトロピーが非コンパクトであるような場合を考える (この設定では X
は G 不変リーマンは許容しないが, G不変擬リーマン計量を許容する).
小林俊行氏は [Math.Ann.(1989)], [J. Lie Theory (1996)] において,
与えられた G の離散部分群が X の不連続群になるための判定条件を与
えている. この判定法は与えられた離散部分群と X におけるイソトロ
ピー部分群の “固有値の分布”の関係性に着目する画期的なものである.
本講演では 正定値非コンパクトリーマン対称空間の全測地的部分多様
体の族として実現されるような G-等質空間 X について, リーマン幾何
学の言葉を用いて上記の小林氏の判定定理を翻訳したものを紹介する.
この枠組みにおいては, 与えられた離散部分群の “固有値の分布”の代わ
りに, その群の定める局所対称空間の “測地ループの分布”に着目する.



Abstract Let G be a Lie group and X a homogeneous G-space. A

discrete subgroup of G acting on X properly is called a dis-

continuous group for X. We are interested in constructions

and classifications of discontinuous groups for a given X.

It is well-known that if the isotropies of G on X are compact,

any closed subgroup acts on X properly. However, the cases

where the isotropies are non-compact, the same claim does

not hold in general.

Let us consider the case where G is a linear reductive. In this

situation, T. Kobayashi [Math. Ann. (1989)], [J. Lie Theory

(1996)] gave a criterion for the properness of the action on a

homogeneous G-space X of closed subgroups in G.

In this talk, we consider homogeneous G-spaces of reductive

types realized as families of totally geodesic submanifolds in

non-compact Riemannian symmetric spaces. As a main result,

we give a translation of Kobayashi’s criterion within the frame-

work of Riemannian geometry. In particular, for a torsion-free

discrete subgroup of G, the criterion can be stated in terms of

totally geodesic submanifolds in the Riemannian locally sym-

metric space corresponding to the subgroup in G.
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